
 

 
 
 
 

平成 25 年 9 月 台風 17 号による出水状況 
～中筋川ダムが効果を発揮～ 

 
 

 

 

●台風17号の接近に伴う降雨による、中筋川ダムへの急激な流入量の

増加に伴い、下流河川も急激に水位上昇する可能性があったため、

警報を行い安全を確認しました。 

 

●中筋川ダムに最大約106m3/sを貯め込み、中筋川ダム下流の磯ノ川 

地点で77cm水位を低下させ、はん濫注意水位程度に抑えることが 

出来ました。 

 

●現在建設中の横瀬川ダムがあった場合には、さらに35cm水位を下げ

ることが出来たと推定されます。 

 
   ※はん濫注意水位とは、水防団が活動を行う目安となる水位です。 

     本資料の数値等は速報値であるため、今後変わる可能性があります。 
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○台風17号の影響で、中筋川ダム流域では最大時間雨量64.1mm、累計雨量174.2mmの大雨となった。
中筋川ダムへの流入量は107.55m3/s(ピーク時)を記録したが、渇水による水位低下と洪水調節容量により、
総量で1,757千m3(東京ドーム約1.4杯分)の水を貯め込むことが出来た。

○中筋川の基準地点（磯ノ川）での最高水位は、はん濫注意水位5.50mを超える5.62m(207m3/s)を記録したが、中筋川ダムがなければ
同地点の水位は6.39mまで上がったと推定され、中筋川ダムの防災操作により77cmの水位を低下させる効果を発揮した。

○現在建設中の横瀬川ダムがあった場合は、さらに35cm水位を低下させ、はん濫注意水位以下に出来たと推定される。

中筋川ダム位置図

中筋川ダムの効果（平成25年9月4日台風17号）

【中筋川ダム貯水状況】

出水前

磯ノ川水位観測所付近

8月21日17時30分撮影

貯水位EL66.7m

出水後

9月4日16時頃 撮影

貯水位EL.74.８m

9月4日13時頃撮影

▽計画高水位 H=8.367m

▽避難判断水位 H=7.40m

▽はん濫注意水位 H=5.50m
▽横瀬川ダムがあった場合の水位 H=5.27m

▽実績最高水位 H=5.62m

▽中筋川ダムがない場合の水位 H=6.39m

77cm低下

○計画高水位
堤防の設計・整備の基準となる水位

○避難判断水位
避難判断の参考となる水位

○はん濫注意水位
水防団が活動を行う目安となる水位
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64.1mm

最大流入量 107.55m3/s  (9/4  9時）

磯ノ川地点における
中筋川ダム防災操作効果

ヤイ ト

横瀬川ダム

最大流入時放流量 1.42m3/s

下流に流す量を最大106.13m3/s低減

中筋川ダムの防災操作

9/3 9/4

（9/4 8時）

ダムに貯めた量

1,757千m3


